
コロナ禍における学生生活実態調査 報告書

学生支援委員会

令和３年度２学期分
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趣旨
10月以降新型コロナウイルス感染拡大防止対策の中で、２学期の授業期間が

終了する。10月以降の学生の生活実態を把握し、次年度以降の学生支援の対策
に向けた基礎資料となるデータを収集することを目的に、調査を実施する。

調査時期
令和４年２月１日（火）～令和４年２月18日（金）

調査内容
①基本属性
②学生生活に関する不安や困っていること
③相談相手や友人について
④健康状態について
⑤食生活について

⑥サークル活動について
⑦経済生活の実態
⑧キャリア形成・就職について
⑨大学からの情報入手方法について
⑩自由記述
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対象者 学部学生（全学部・全学年）

対象人数４，９５１名

回答数 １，３０６名

回答率 ２６．４％

学部別回収率

学年別回収率

対象および回収数

回収率 回答者数 現員

１年 38.5% 429 1,114

２年 31.3% 349 1,115

３年 25.0% 292 1,166

４年 16.5% 218 1,321

５年 12.9% 16 124

６年 1.8% 2 111

学

部

回収率 回答者数 現員

人文学部

人文社会

科学部

28.74% 355 1235

教育学部 32.97% 184 558

理学部

理工学部
26.11% 276 1057

医学部 23.92% 232 970

農学部

農林海洋

科学部

25.60% 215 840

地域協働

学部
14.72% 39 265

土佐さき

がけプロ

グラム

19.23% 5 26

所

属

学

部

等
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２学期は、主にどこで生活していましたか？
（該当するものを１つ選んでください。）

N=1,306
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２学期中に、学生生活で不安なことや困ったことの上位３つを教えてください。
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２学期中の相談相手や友人についてお尋ねします。

（１）不安なことや困ったことがあったときに相談できる相手がいましたか？
（該当するものを１つ選んでください。）

学
年
別

N=1,306
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（２）相談相手は誰でしたか？（いる場合、該当するものを選んでください。/複数回答可
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（３）学内にいつでも無料で相談できる仕組み（アドバイザー教員、学生何でも相談室、保健管理セン
ター、インクルージョン支援推進室）があるのを知っていましたか？
（該当するものを１つ選んでください。）

N=1,306
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２学期中の心身の健康状態についてお尋ねします。

（１）昨年度同期間と比較して身体的健康の状況を教えてください。（該当するものを１つ選んでください。）

（２）昨年度同期間と比較して精神的健康の状況を教えてください。（該当するものを１つ選んでください。）

N=1,306
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昨年度同期間と比較して生活リズムの状況はどうでしたか（該当するものを１つ選んでください。） 。

第２学期中の生活リズムについてお尋ねします。 N=1,306
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昨年度同期間と比較して食生活の質や回数は変わりましたか？（該当するものを１つ選んでください。）

２学期中の食生活についてお尋ねします。

N=1,306
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（１）部活・サークル・その他の課外活動へ加入していますか？
（該当するものを１つ選んでください。）

（２）部活・サークル・その他の課外活動に関する情報はどのような方法で入手していますか？
（該当するものを選んでください。/複数回答可）

サークル活動等についてお尋ねします。（１年生のみ対象）N=429
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部活・サークル・その他の課外活動への加入や活動に関して不安なことや困っていることが
あれば教えてください。（自由記述）

内　容 人　数

1 期待していた活動ができない 14

2 情報が得られない 11

3 活動の見通しがつかない 10

4 制限が厳しい 9

5 参加意欲が減退した 7

6 人間関係に不安がある 5

7 時機を逸したのでどうしたら良いかわからない 4

8 感染リスクの不安がある 2

9 資金面での負担が大きい、大学の対応に不満、参加する時間がない 各１
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サークル活動等についてお尋ねします。（２年生以上で加入している者対象） N＝538

今年度の部活・サークル・その他の課外活動に関して困っていることは、どんなことですか？
（該当するものを選んでください。/複数回答可）
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部活・サークル・その他の課外活動への加入や活動に関して不安なことや困っていることがあれば教え
てください。（自由記述）

内　容 人　数

1 活動継続に不安がある 26

2 活動制限全般が厳しい 16

3 期待していた活動ができない 8

4 新入部員が確保できない 5

5 意思疎通が停滞した 4

5 大会や遠征等に参加できない 4

7 制限による負担増 3

8 感染リスクの不安がある 2

8 施設が汚い・古い 2

10

参加意欲が減退した

制限で人間関係を築きにくい

辞め時が難しい

卒業生を送り出したい

制限を守らない部・個人がいる

各１
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実家（主たる生計維持者）の収入について

① コロナ禍前（令和元年度）と昨年度（令和２年度）の経済状況の変化

② 昨年度（令和２年度）と本年度（令和３年度）の経済状況の変化

コロナ禍における２年間の経済状況の変化をお尋ねします。
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アルバイト収入（月額）について

① コロナ禍前（令和元年度）と昨年度（令和２年度）の経済状況の変化

② 昨年度（令和２年度）と本年度（令和３年度）の経済状況の変化
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キャリア形成、就職についてお尋ねします。

（１）新型コロナウイルスの感染拡大は自身のキャリア形成や就職にどの程度影響があると思いますか？
（該当するものを１つ選んでください。）

（２）新型コロナウイルスの感染拡大は学生一般のキャリア形成や就職にどのような影響があると思います
か？（特に影響が大きいと思うこと上位３つを選んでください。）
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（３）新型コロナウイルスの感染拡大で、自身のキャリア形成や進路に関する不安は変化しましたか？
（該当するものを１つ選んでください。）

（４）現段階での進路希望を教えてください。（該当するものを１つ選んでください。）
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（５）現在、高知大学の就職室にて、オンラインの就職支援が受けられることを知っていますか？
（該当するものを１つ選んでください。）
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高知大学の情報をどのような方法で入手していますか？
（該当するものを選んでください。/複数回答可）
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新型コロナウイルス感染拡大の影響を受けている現在の生活について思っていることを何でも自由に
記述してください。

【日常生活に関すること】

【その他】

内　容

１年 感染リスクの不安、大学生になった実感が薄い、サークル活動・大会出場したい、生協の営業時間への不満、帰省・県外移動ができない

２年 大学生だけ不遇な扱いを受けていると感じる、県外から高知に戻るメリットがない、講義連絡が急すぎる、大学含めた世間のコロナへの反応に怒り

３年 アンケートが大学運営に反映されているか疑問、大学の対応に一貫性がない、相談相手がいない、大学生だけ不遇な扱いを受けていると感じる

４年 大学に行かないと施設も利用しづらい、コロナへの認識の違いを感じた、イベントや授業に支障が出る、対面授業を希望、努めて前向きにとらえようとしている

内　容

１年 自粛長期化への不安、精神的な不安、交流機会が少なく困った、孤独を感じる、外出意欲の低下、制限が多くてつらい、今後の授業実施方針

２年 自粛長期化への不安、制限が多くてつらい、通常の状態を知らず悲しい、情報が少ない、学生への負担が大きい、交流機会が少なく困った、就職・卒業への不安

３年 精神的に疲弊している、大学の説明が不十分、自粛長期化への不安、就職・卒業への不安、生活リズムの乱れ、授業に関する不安

４年 経済面での不安、大学の説明が不十分、自粛長期化への不安、制限が多くてつらい、大学の支援制度に不満
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